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観光学術学会 大会発表要旨集 執筆要項 

 

「大会発表要旨集」に掲載される発表要旨は、以下の規定に従い、投稿してください。参

考として、観光学術学会ホームページ（http://jsts.sc）の「要旨見本」をダウンロードして

ご覧ください。この見本の様式に沿った要旨を作成し、Word および PDF ファイル を、

観光学術学会編集委員会（edit@jsts.sc）まで、メールにてご提出ください。「要旨見本」を

テンプレートとしてご使用いただくことも可能です。 

※なお、大会発表要旨集は元原稿がカラーであっても全てモノクロで印刷されます。 

 

（1）原稿の提出 

【提出物】 

① 大会発表申込フォーム送信後に送られてくる受理番号と名前 

② 完成原稿 1 部（Word および PDF ファイル） 

【注意点】 

・原稿のファイル名は必ず、発表タイトルにすること。 

 

（2）表題・副題・英文表題・英文副題 

・表題   「MS ゴシック」「太字」17 ポイント（行間 11mm）とする。 

・副題   「MS ゴシック」「太字」14 ポイント（行間 11mm）とする。 

・英文表題   「Book Antiqua」「太字」10 ポイント（行間 5.5mm）とする。 

・英文副題  「Book Antiqua」10 ポイント（行間 5.5mm）とする。 

  

（3）氏名、所属、氏名（英字）、所属（英字） 

・氏名、所属 「MS ゴシック」「太字」10 ポイント（行間 5.5mm）とする。「姓」

と「名」の間に全角スペースを入れる。 

・氏名（英字）  「Book Antiqua」10 ポイント（行間 5.5mm）とする。「名」「姓」の

順とする。「姓」は大文字とする。「名」と「姓」の間に半角スペース

を入れる。 

・所属（英字）  「Book Antiqua」10 ポイント（行間 5.5mm）とする。「学部名」「大

学名」の順とする。 

 

（4）キーワード、キーワード（英字） 

・キーワードは「キーワード：」とし、日本語で 3～4 語ほどを「MS ゴシック」9 ポイン

ト（行間 5.5mm）で記す。 

・キーワード（英字）は、日本語キーワードの下に「Keywords：」とし、「Book Antiqua」 

9 ポイント（行間 5.5mm）で記す。 
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（5）行数・字数など 

・全体の分量は 2 ページで、超過は認めない。 

・1 ページ目は、1 行に 25 文字、27 行とし 2 段とする（文字数に換算すると約 1350 字）。 

・2 ページ目は、1 行に 25 文字、44 行とし 2 段とする（文字数に換算すると約 2200 字）。 

・章、節、項等のタイトルの文字は、「MS ゴシック」「太字」9 ポイント（行間 5.5mm）

とする。 

・本文の文字は、「MS 明朝」9 ポイント（行間 5.5mm）とする。 

 

（6）余白 

・余白は上 27 mm、下 30 mm、左右は 20 mm、段の間隔は 10 mm とする。 

 

（7）その他 

・その他の原稿の書式については、『観光学評論』の執筆要項に準拠すること。 

 

〇 章、節、項について 

・章、節、項は、半角で「Ⅰ」「1」「(1)」「①」のように番号を振る。「はじめに」や「おわ

りに」等をつける場合にも、番号を振る。 

〇 数字について 

・本文中の数字は原則として算用数字（半角）を用い、漢数字は用いないが、どうしても必

要な場合には、その限りではない。 

〇 図表について 

・図表は順に番号を打ち、本文中に挿入する。著作権者の了解を得ることなく、他者の図版

を転用してはならない。図のタイトルは図の下、表のタイトルは表の上に記載する。 

〇 注について 

・「注」がある場合は本文の最後につける。 

・本文中の注の番号は、該当箇所の右肩に半角英数字、全角片括弧で 1）、2）、3）...のよう

に打ち、本文の最後につける「注」でも 1）、2）、3）...のように半角英数字、全角片括弧

の番号を用いる。  

〇 引用について 

・引用の表記については『観光学評論』の執筆要項に準拠すること。 

〇 参照文献について 

・本文及び注で引用した文献の詳細は全て文末の「参照文献」に記載する。 

・参照文献の表記については『観光学評論』の執筆要項に準拠すること。 

 

                              （2024年4月8日改訂） 


